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取得した設計書.pdf ファイルなどの正当性の確認と証明書の取り込みについて 

第１ ファイルの解凍（ホームページ(＝ＨＰ)から取得した場合） 
１ ＨＰ上のファイルは、パスワードをかけてＺＩＰ形式で圧縮してあるので、解凍に必要なソフトウ

エアをインターネットの「窓の杜」や「ＶＥＣＴＯＲ」などのサイトからあらかじめ入手し、お使

いのパソコンにインストールして（組み込んで）ください。 

２ ＨＰからＤＬしたファイルを解凍します。このとき、パスワードが要求されるのでパスワードを入

力してください。（大文字・小文字も区別されるので注意してください。） 

３ 解凍されると原則として「設計図.pdf」、「設計書.pdf」と「このフォルダのファイルの取り扱いに

ついて」という３つのファイルができます。大規模な工事の場合には、設計図が意匠図、構造図など

に分類されることなどもあります。 

 

 
第２ ファイルの正当性の確認 

１ 「設計書.pdf」又は「設計図.pdf」ファイルを Adobe Acrobat6.0  又は Adobe  Reader で開きま

す。 

２ これらのファイルには発注用デジタル IＤで目に見えない電子署名がされており、署名フィールド

への署名以外の変更をすることができません。 

３ 文書を開いたときに［文書ステータス］のダイアログボックスが開けば、その中の［署名のプロパ

ティ］をクリックします。→下記５番へ。ダイアログボックスが開かなかったときや閉じてしまった

ときは、アクロバットのウインドウの左側の［署名］タブをクリックします。 

４ ［署名のメニュー］-[文書は認証されていますが、作者のＩＤは不明です。]を選択-［右クリック］

-［プロパティ］をクリック。 

 

 一番最初のときはこの部分が「文書は認証されていま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

署名タブはここ
すが、作者のＩＤは不明です。」になっているので、選

択し、右クリック 

この下の２行は、この絵のとおりになっていること。 
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５ ［署名のプロパティ］のダイアログボックスが開きます。［証明書を表示］をクリック 

６ ［証明書の属性］ダイアログボックスが開きます。その一番下の［windows 証明書の詳細］をクリ

ック 

７［証明書］のダイアログボックスが開きます。［詳細］タブをクリック、一番下の「拇印」の４０桁

の英数字を、市役所からＦＡＸで通知されたフィンガープリント（ＦＰ＝拇印）と比較（英文字の

大文字・小文字は区別しない。）します。同一であれば、その設計書は、藤枝市が作成したものであ

るということができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 拇印＝フィンガープリント 
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５ 署名のプロパティのボックス
s 証明書の詳細 

５

 

 「証明書を表

示」をクリック
６ 証明書の属性
詳細タブ
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第３ 証明書のＰＣへの取り込み 

１ 上記第２の３で出てきた［署名タブ］を

クリックします。 

２ ［署名のメニュー］-[文書は認証されて

いますが、作者のＩＤは不明です。]を選

択-［右クリック］-［プロパティ］をクリ

ック 

３ ［署名のプロパティ］のダイアログボッ

クスで［ＩＤを信頼する］をクリック

４ 続いて「お奨めできません。」というメ

ッセージがでますが、構わず［OK］をクリッ

クします。 

 

 

 

 

５ [連絡先設定を取り込み]のダイアログ

ボックスが開くので 

「この証明書で作成された署名を信頼する」

「この証明書で作成された承認済み文書を

信頼する」 

の２箇所にチェックを入れて、[取り込み]

をクリック 

 

 

６ 証明書が取り込まれましたというダイ

アログボックスがでれば完了です。 
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７ 再度署名を検証すると、「文書は認証されていますが、作者のＩＤは不明です」が「藤枝市長に

より認証されています」との表示にかわります。 

８ その後の操作 

① 発注用デジタルＩＤで作成した証明書を一度取り込んでおけば、２回目からは１から６までの

作業は省略できます。署名の検証のみ実施してください。 
② 発注用デジタルＩＤは、２年ごと更新する予定です。 

 
 
 
 
 


